伊曽保物語におけることわざ by 古保 勲
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『伊曽係物語』の（性格について野田芽雄氏は仮名草子を分類した
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中
で
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啓
蒙
教
訓
的
な
も
の
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
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髄逝の事情にづいで天草本の序「読諦の人べ対して書す』で１
熟）加輿に日救け言葉稽古の為腫便りと叡圀のみならず、ザ善き道，
を誠人に教へ語る便りともなるべきものなり」
と試數泄危応寄及７に愈外上国一教師の日本語教科書とじで用いられ
るとど叫脚７日一本人に汁じて’興味ある楡話として倫理的教訓を与
え３もがどじＦ選ばれだごとがうががわれ鼈
『伊曽保物語』－感内容的にイヅヅプ伝記と寓話に大別できる。
寓講づ王どばで動惣』仮託ざれだ人生訓竜ぽ表面の楡え話の裏に
教訓や識軸赫訊）ぬられており、特に金言の類は会話のなかで全体を
生斌榊触械狗一どなる重要性割もつで用戚ら札でいるの翻西諺彗で口雪叩
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１
，ハ蓬要約ずる一面が『伊曽係物語』で十分活用されているこどがう
かが航澱澄句ｈＲ－浄）揖非１魚心へい：可刑＃てｉｉ２式１Ｉ？ｌ｜》よう升
。勵字菰汁へ古衝臨伏曽保物識のことわざ
剛肴支蘓に蕊《悪勾・竺口＆■■、～Ｎｊｈｌ７ＩＬ１
ｌ寓話のまどいどじＦで「そのごとく」以下の文末にことわざが出て
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おり？表面の話の裏に教訓や調刺がこめられているもの。
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才
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財
圷
ｊ
７
１
そのめぐみによりで〉いそほもめてたくさかへる事限りなし才智ハ
是くちせいたからとそみえける引（巻上十七いそは諸国をめくる事〉
いそほが才智によって財宝を恵み与えられる話のまとめ９
②
ｊ
仇
を
ば
恩
に
て
報
ず
る
あ
た
を
ハ
恩
に
て
ほ
う
す
る
な
れ
ハ
悪
人
に
は
そ
の
ち
か
ら
を
お
と
き
す
る
事かれかためにはよきた．すけたるへし（巻中十五日輪といす人の事）
盗
人
に
妻
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
学
者
が
、
妻
を
与
え
て
子
孫
が
繁
昌
す
る
と
困
る
こ
と
が
出
て
く
る
か
ら
、
自
分
に
害
を
な
す
も
の
に
対しては却って恩恵操一施すものだとして妻を与えず元気を失わせる
ように仕向けた話に使われている。
注
７
あだはいお（んに囑てぼうずる（毛吹草）
・
注
８
アタヲ恩デ報ネル凶（諺苑）ベミ
天草本では「恩を仇をもうて報ずれば」（鹿と葡率葡の事下心）とあ
る◎；ＪＥ
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かるが鑪故』にことわきにいいはくびんらくとこ「そいひ侍きく巻や中十八
古
保
勲
『
．
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６
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1８
京
田
舎
の
ね
ず
み
の
事
）
Ｌ
１
ｉ
ｌ
由舎の鼠が京の存億着の蔵でかろうじて命ばかりが助かったとき
「の謡伽縛ぴ腫出君、る？ｉ：ＪｊｆＺ
天草本では「ただ賃楽には若かい。その子細は、貧を楽しむ者は
外隣臓楽しみは少い＆いい仲魁もＹ心中にば萬の賢を持つによって、
‐
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心安う楽じび一）理は極卯無い」（鼠の事〆下心）と「その子細は」以
曰
ｄ
ヂ
⑪
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Ｄ
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下
詳
し
ふ
解
説
が
つ
く
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ｗ邦訳日葡辞書託へ淵被醤店）ではｊＴ糺〆ＬＪｌｒ；１
Ｗ
こ
；
ン
気
久
貧
写
ゆ
え
の
気
楽
さ
：
ｕ》高き堤も蟻の穴より６づれ始ひふ八６
４人の思びのうもりぬれハつ解にはいつくにかのかるへきたかき堤
》も芯恥のあ懇よ『りくつれへし⑪ろとなんいひける（巻中十九狐とわ
し
の
事
）
峠
ｊ
ｎ
ｊ
Ｐ
ｌ
；
・
鷲が我子の餌食と市ろだめ、狐の子を奪い取ったがかえって狐の
怨みの情のために鷲の子が焼きおと言れて狐の餌食仁なったという
必話でγ小替な欠陥がもとでやがて大事が起こるに至ることを楡える。
⑤Ⅶ小難をしのばざればかへって犬諜を乱るぃＬ：：１ｈ．Ｉ
〔マロ〕
いか６版ゆへにこ．恥汀戦或にいふせうなんをしのくされはかへってた
いほうをみたるともみえたり（巻中廿六とひと鳩の事）
鳶が鳩を餌食にするので、鳩が詮議評定して、鷲のもとに行って
助力を請い主君と仰ぎ奉ろうとしたところ、鷲が鳩を一度に召し寄
て片端に捻じ殺した話による。
後繧献蕊臓譲瀧蕊露濡議鴎塗口刀
て
い
る
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
当
る
。
⑥知る事をも知るとも、知らざる事をば知らずとせよ。
「そのことく一さいの人間もしらぬ事をしりかほにふるまは⑮たち
まち‐し蝦ぐをうけん事うたかひなししる事をしるともしらさる事を
ハしらすとせよゆるかせに思ふ事なかれ（巻中州馬と師子王の事）
獅予王が馬を武略でもって取らえようとしたが逆に馬の巧んだ事
によって顔面を踏みつけられて気を失った話によっている。
これ知にれるなり皆ｆ「曾
弧不陞知為し不・知是知也（蟹楡尽）
１
１
１
１
；
注
、
｜天薑草版金句集では
「知れらんをぱい、Ｌ知れりとせよ、知らざらんをば、知らずとせよ、
、１恩を知らぬは畜生にも劣る；烟
：其ことも人として恩をしらぬハちく生にもをとる物也人にをんを
なすときハてんたうこれをうけ玉ぶなり（巻中舟一ししわうとはす
と
る
事
）
’
て
，獅子王が足にとげを刺して難儀に及んだ時、．はすとり（牧人）が
これを助けたｇ後にはすとりが獅子に食らわされる罪に及んだとこ
ろ獅子王がこれを犯さず警固したという話のまとめに用いる。
因心をみて思をしらぬは鬼畜のことし（毛吹草）
「恩ヲ受テ恩ヲシラヌ無鬼畜ノ如シ（諺苑）
⑧
六
親
不
案
な
れ
ば
天
道
に
も
外
れ
た
り
そのことく人もしたしき中をすて、むやくの物とくミする事なか
れ六親不案なれハ天道にもハつれたりとみえたり（巻中舟三島けた
も
の
と
た
、
か
ひ
の
事
）
１
丁
「
．》』い
鳥とけだものとが戦いに及んで、烏が軍に負けもうこれまでとい
う時、こうもりがけだものに寝返りを打ったが、後に互いに和睦が
成立した事によって、翼を剥ぎ取られ、辛うじて日暮れにさし出る
と
い
う
寓
話
に
よ
る
。
1９
似
鳩
を
に
く
み
豆
作
ら
ぬ
人としても今まてしたしき中をすて、したかふへきものにしたか
はきれハ天道にもそむきにんあひにもハつれなんすかるか故にこと
わきに云鳩をにくみまめつくらぬとかや（巻中舟六腹と五たいの事）
五体が六根を始めとして腹を嫉んで、腹に従わなかったとき、因
惑してくたびれ極まったという寓話による。
注
、
鳩こらすとて一旦まかぬ（せわ焼草）、し
Ⅲ
蟷
娘
が
斧
を
も
っ
て
隆
車
に
向
か
ふ
「
きたなきもの》身としてさかしき人をたふらかさんとする事たう
らうののをもってりうじゃにむかふかごとしうつけたるものハうつ
けてとおるか一けいそやかしこたてこそうとましけれ（巻下十一野
牛と狼の事）
犬の皮を着て羊の警固に当っていた野牛が狼をあまりに深追いし
たためばれて食い殺された寓話による。
蟷螂が斧を取て龍車に向（毛吹草）
蟷螂が斧（せわ焼草）（諺苑）
蟷螂が斧を以って隆車に向ふが如し（醤楡尽）
日
葡
辞
書
で
は
蟷螂が斧を上げて隆車に向ふが如し
伽
鵜
の
ま
ね
を
す
る
烏
そのごとく我身のほとをしらすして人の威勢をうらやむものハ鷲
のまねをするからすたるへし（巻下十二鷲と烏の事）
鷲のまねをして野牛をつかみ取ろうとした烏が、野牛の毛が深く
てからまり主人につかまって羽を切られた話から出たたとえ。
鵜
の
ま
ね
の
か
ら
す
（
せ
わ
焼
草
）
「鵜ノマネスル烏水ヲノム（諺苑）
⑰
腰
抜
け
の
ゐ
ば
か
ら
ひ
しからすハなんそすみやかに敵こくをほろぼさるこしぬけのゐは
かりらた、み大鞁に手拍子ともこれらの事をや申侍へき（巻下十七ね
すみのたんかうの事）
猫に手を焼いた鼠の談合で猫の首に鈴をつける段になったが誰も
付けることが出来ず議定が終らず退散した寓話による。
⑪
賢
臣
二
君
に
つ
か
え
ず
しかのミならす二人のきけんをはからうハくるしみつねにふかき
物なりかるかゆへにことわきに云ふりの君につかへかたしとや（巻
下十八男二女をもつ事）
有男が老若二人の妻を持っていたが、二人の妻の要望を満たすた
めに、一方で賛鬚の黒を、一方で白を抜かれて毛がなくなった寓話
で二人を満足させるように処することの困難なことを教えている。
けんじんは二君につかえす（毛吹草）
賢臣二君につかへず（せわ焼草）
賢人二君一一事へズ貞女両夫ニマミエズ（諺苑）
天
草
版
金
句
集
で
は
忠臣二君に仕へず貞女両夫に更えず
心、よい臣下は二人の君には仕へず。正しい女は二人の夫にはま
み
え
ぬ
も
の
ぢ
ゃ
。
⑬血を含みて人に噴けば先づその口汚る
ひ
と
に
を
し
か
け
ん
と
思
ふ
ハ
ま
つ
わ
か
身
の
く
る
し
み
と
み
え
た
り
ち
を
ふくミて人にはけハまつその口けかるる（巻下廿一人をねたむハ身
をねたむと云事）
欲心深き物と人を嫉む心深き者の二人が御門から望みを述べさせ
られ、互いに請い奉らなかったとき一方の者が他方の者を苦しめよ
2０
う
と
片
目
を
抜
く
こ
と
を
申
し
出
て
、
か
え
っ
て
自
分
が
苦
し
い
目
に
あ
っ
た
寓話にする。
天
草
本
で
は
「
い
か
に
狼
よ
う
聞
け
、
人
の
上
を
訴
ゆ
る
者
は
、
血
を
含
ん
で人に噴き掛くると同じ事ぢゃ、噴き掛けうとするよりも、先づそ
の口を汚すといふことが有る、忠言をこそえ言はずとも、せめて議
言を吐くな」（狼と狐の事）と会話の文中に組み入れている。
天
草
版
金
句
集
血を含んで人に噴け曰ば、先づその口汚る
心、人に仇をなさぬ先に、先づわが身に仇をするものぢゃ
⑬縢心軽き者はつねに静かなる事なし
心かろきものハつねにしっかなる事なしとみえたりかろノーしく
人のことを信じてみたりにうつる事なかれ（巻下什人の心のさたま
ら
ぬ
事
）
「
．
，
翁
が
市
に
出
て
馬
を
売
ろ
う
と
思
い
、
親
子
一
緒
に
つ
れ
だ
っ
て
出
か
け
た
と
き
、
通
行
人
の
意
見
に
よ
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
考
え
方
や
や
り
方
が
変
わ
り
苦
労する寓話による。
⑧文中に用いられている教訓性の強いことわざ
Ⅲ
舌
三
寸
の
さ
え
ず
り
夫
世
中
の
あ
り
さ
ま
を
見
る
に
舌
三
す
ん
の
さ
え
つ
り
を
も
っ
て
け
ん
世
ハ
あんをんにして（巻上第五けたもののしたの事）
三
す
ん
の
舌
の
さ
え
つ
り
を
も
っ
て
五
尺
の
身
を
そ
ん
し
候
も
（
同
）
三
す
ん
の
舌
の
こ
え
つ
り
を
も
っ
て
五
尺
の
み
を
は
た
す
（
毛
吹
草
）
三寸の舌を以て五尺の身を破損す（醤楡尽）
舌三寸ノサヘヅリニ五尺ノ身ヲハタス（諺苑）
天
草
本
で
は
「
そ
れ
を
な
ぜ
と
申
す
に
天
下
の
善
悪
は
舌
三
寸
の
堺
る
に
あ
るといふことがござる」（イソポが生涯の物語略）と使われている。
②
事
の
後
に
千
万
悔
い
ん
よ
り
は
し
か
じ
ことの後に千万くゐんよりハしかしことのさきにひとたひあんせ
よ（巻中第一いそほ子息にいけんの事）
こ
の
の
の
ち
に
ち
た
ひ
く
ゐ
ん
よ
り
ハ
こ
と
の
さ
き
に
―
た
ひ
も
案
せ
ん
に
はしかしとこそみえける（巻中廿六とひ鳩の事）
③
公
の
私
いそ保ちうすへきよし仰付られ候時あまりにおしく存おほやけの
わたくしをもって今まてたすけをき候（巻上廿ゑりみほ伊曽保か事
をそうもんの事）
お
ほ
や
け
の
わ
た
く
し
（
毛
吹
草
）
公
の
わ
た
く
し
〈
せ
わ
焼
草
）
「
公の私（霞楡尽〉（諺苑）
側
今
日
は
人
の
上
明
日
は
我
身
の
上
うゐむしやうのならひけふハ人のうへあすハ我身のうへとしるへ
し（巻中舟二むまとろはの事）
けふは人のうへあすはわが身のうへ（毛吹草）
け
ふ
は
人
の
上
明
日
は
我
身
の
上
（
せ
わ
焼
草
）
ケフハ人ノウヘアスハ我身ノウヘ（諺苑）
天草本では「人は威勢の盛んなとて、他をば卑しめそ、栄ゅる者
忽ち衰ゆるは珍しからぬ世上の俗ひぢや」（馬と轤馬の事下心）
と教えを説いているのがこのことわざに近いｂ１
ｐ
比
楡
的
な
こ
と
わ
ざ
⑪
雪
に
霜
悪人には力をそゆる事雪に霜をそゆるかことし（巻中十五日輪と
いす人の事）
2１
②
｜
‐
夜
曲
髪
「
だ
〉
い
ま
の
き
つ
か
ひ
一
役
ハ
ぐ
つ
ハ
つ
と
い
び
つ
へ
く
峡
（
巻
中
十
八
甑
田
令
の
ね
す
み
の
躯
）
ノ
２
ｔ
？
１
日
澗
詐
書
に
「
一
夜
白
髪
こ
の
諺
は
、
あ
る
人
が
將
脳
と
心
配
の
た
め
に
一晩の，中に蚊碇が伽くなったことから起こった。ひどい苦痛、心配、
辛
労
に
当
面
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
。
」
と
あ
る
。
③
謡
攪
し
て
は
つ
い
に
聯
あ
り
申
け
る
ハ
今
と
て
も
な
ど
う
た
ひ
給
ハ
ぬ
そ
う
た
ひ
ち
や
う
し
で
ハ
つ
ゐにまひとこそ〈うけたま〈れ（巻下一ありとせみの事）
側
緋
餓
鬼
の
目
に
水
の
見
え
ぬ
１
１
や馬をぎぎにたて、主ハあとにあゆむ事ハかきの目に水のみえぬと
いふも此事にや（巻下舟人の心のさたまらぬ事）トザ人人Ｌ
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「餓叫殖の目に水見えぬ｛せわ焼草）
＃
餓
鬼
の
眼
に
水
見
え
ず
（
饗
嶮
尽
〉
》
餓
鬼
泌
目
二
水
兇
エ
ズ
（
諺
苑
）
ｔ
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○天草本（伊曽保物語翻字池雌）のことわざ
．
．
．
．
‐
‐
｜
・
‐
【
・
罰
・
・
且
‐
．
．
一
・
一
・
・
Ｊ
０
．
‐
’
．
．
．
．
ｌ
Ｉ
ｏ
１
，
．
、
’
㈹「ｙ寓話のまとめシ←して、下心に出てくることわざ
Ⅲ少しの霧魁懲さねばく大きな悪が世に蔓る（一母と子の事下心）
童
が
母
に
小
さ
い
盗
み
を
折
濫
せ
ら
れ
ず
に
成
人
し
、
果
て
に
は
大
盗
人
に
顔恥成敗万場に引か濁るに臨んで母親を恨んで斬られた寓話による。
１
１
８
肝
弘
，
：
和
‐
．
。
。
‐
－
「
②と鴎畔一の争：？、～ＴＩ
両
方
か
ら
争
う
物
を
中
か
ら
出
て
取
る
こ
と
は
多
い
も
の
ぢ
ゃ
、
鶴
畔
が
あ
び争うで二つががら漁八の字に落つるどいふも「）れらのことを言ふ
かひげ．〈獅子王と、》熊との事ｈ下心）ノハ（ＩＡｌ１ｊ《いⅢ『ｊ一丁吟
、
熊
と
御
遜
が
争
っ
て
い
る
と
き
狐
が
他
物
を
取
っ
て
食
べ
た
話
の
ま
と
め
。
③
「
理
の
船
ず
る
は
非
の
一
〈
傭
■
ｊ
Ｌ
ｊ
１
１
「
ひ
ｉ
Ｔ
Ｔ
１
「
理の靴ずろは非の一家倍というて？道理を瀦引せぬ者は、必ず非分
の害に遇はいで畔はぬものぢゃｂ（関と轤馬との事下心）》：
鱸馬と馬とに荷を負せて行一つだとき、轤馬の荷が重過ぎて馬に柁
言を言ｂだが承引せず（鰹響馬が倒れて死んでしまい馬が結局荷物と
蝋
馬
の
皮
ま
で
し
ょ
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
寓
話
。
１
ｍ
１
～
ｈ
ノ
リ
の
極
し
た
る
は
ひ
の
一
ぱ
い
（
毛
吹
草
）
理も強ずれば非の一倍〈せわ焼草）
理
の
功
仕
た
は
非
の
一
倍
器
警
愉
尽
）
囑
理
ノ
コ
ウ
ジ
タ
ハ
非
ノ
一
倍
（
諺
苑
）
側
土
仏
の
水
糊
り
ｊ
Ｔ
ｌ
Ⅸ
い
か
に
腹
が
立
て
ば
と
て
、
力
に
叶
は
い
相
手
に
対
う
て
仇
を
為
き
う
と
企
つ
る
こ
と
は
奇
士
仏
に
水
鰯
り
ぢ
や
〈
蝮
と
、
小
刀
の
事
下
心
）
ｉ
蝮が小刀を食おうとしたとき、小刀が「千年万年食ふといふとも、
汝が歯は皆減ってへ身は露ほど傷むまじいぞ」と言った話による。
土
仏
の
水
遊
び
（
醤
楡
尽
）
土
仏
ノ
水
遊
（
諺
苑
）
⑤｜事を始めぬ前にその終りを見る
賢い人の俗ひには、先づ事を始めぬ前に，その終りを見るものぢゃ
（狐と、～野壜牛の事。下心）
弍
狐
と
野
牛
が
井
の
中
に
入
り
思
う
ま
ま
に
飲
ん
だ
後
、
出
よ
う
と
い
う
段
に
なり、『狐が野津手に媒って先に上がりへ「頭に智恵が有るならば、遠
慮もなう弁の中に入るまいぞ」と野牛をののしって言った寓話に出
て
く
る
円
ト
ヘ
Ｌ
Ｔ
ｒ
１
’
㈹
一
恩
を
仇
ｊ
ｆ
ｊ
Ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
；
恩を仇をもうて報ずれば、「天罰遁れずという儀ぢや（鹿と、蒲葡
の事。下心）
2２
狩人に追われた鹿が葡萄の葛の中へ身を隠して辛い命を救われた
のに》葡萄の葉を食補たために狩人に見つけられた寓話によるＰ
。‐い－。。！’・》。｜已寸閨呵『‐６．．，０．。（｛◇百・一・，巧輔‐。。。〈部聴』一．而柧〃』。．．，》・一』‐〉」・七一‐『．〈．｜・・‐ＣＤ‐｛・
恩趣鐡で返す奴（醤楡尽）
恩司仇読かヘス（諺苑）▲川Ｉ１く山一１１
》一吋．・・へ。‐姓‐｜『…１ｍ壹刎，。》・‐・‐。、。、．．『，午０」・仲・へ』「み‐『２ｕ’一・Ｌｒ’２１－．’・‐・柄。・訓．．》．
⑥文中悠用一いられそいる教訓性卜の強いことわざ：
Ⅲ舌三寸の堺Ｄ」し（Ｙｊ‐し
１
１
．
。
，
‐
．
．
＃
。
｜
それをなぜにと申すに、天下の善悪は舌一一一寸の畷るにあるといふ
こ蝕一蝉夢顔；「（小別磯が生涯の物語略）
②
問
答
は
無
益
所詮問答は無益ぢゃ、何であらうともままよ、是非におのれをば
我加夕食にせう散る（狼と、Ｔ羊の醤への事）
③汗勝つも負ぐるもかだ時の運上
軍は勝負の｝）となれば、／勝つも負くるもただ時の運に依ることぢ
ゃ。（鳥と獣の事）
勝つも負くるも軍の習ひ時の運なり（警愉尽）
側喜びと悲しみは兄弟の如し？姉ｊ、～．
なぜに人々はお悲しみあるぞ？，喜びと、『悲しみは兄弟の如くぢ
ゃ
。
》
（
漁
人
の
事
）
「
・
・
，
、
。
》
．
Ｉ
Ⅱ
‐
，
５
－
’
・
↑
‐
’
１
，
．
一
・
⑥し狐比楡（的に使われている』」とわざ‐
⑩
：
犯
さ
ぬ
顔
１
．
：
し
一
！
‐
；右の二人の者どもが犯さぬ顔で申すは、「それをばイソポこそ盗
んで食べでござれ、」（イソポが生涯の物語略）↑■乱１‐１１
②
舌
は
禍
の
門
舌はこれ禍の門なりと申す諺がござれば、これに過ぎた悪しい物Ⅱ
はござるまじい（イソポが生涯の物語略）
舌が禍の根（せわ焼草）（諺苑）
へ門舌是禍之根や童子教〈醤楡尽）‐
天草版金句傘集には「舌はこれ禍の根。心Ｐ舌は禍を招くものぢゃ」
と
あ
る
ｐ
；
Ｊ
』
③めげ》んも」ほ朧ろろ》ｌ
少しも承引せいで、けんもほろろに言ひ放いて親類の許へ行って
退けたＰ（イソポが生涯の物語略）
懸も法論ろ｝にいふ（響楡尽）
ケ
ン
モ
ホ
ロ
、
（
諺
苑
）
》
側
水
と
魚
■
「
Ｂ
この難をお助けあらば、，水と魚の如く親しみまらせう（鶴と、狼
の
事
）
ｊ
ｗ
Ｍ
ｊ
ｈ
Ｆ
貴所と、某は水と魚の如くぢゃによって、心を置かず申す、（蟹
と、北蛇の事）４，１
うをとみず（毛吹草）「魚ト水〈諺苑）
魚と水との中じゃ（饗楡尽）
○「伊曽保物語』におけることわざについて
しり漢字平仮名交りの文語文体の国字本は、上中下三巻弘話のうち、
寓話数“話（中巻ｕ～下巻弧〉あるがことわざは奎蔀で泌例をみるｐそ
のうち文末にあることわざは「其ことく」以下に妬例が用いられてお
り、ノーとわざを利用して、簡潔に寓話の要点をまとめて表現してい
るのが特色である。その他文中には８例用いられている。ｆｊ■
口語文一体でローマ字表記の天草本は、上下一一巻で上巻半ばイソポ
が作り物語》の抜き書以降、話の寓話があるがことわざはｕ例しかみ
2３
注注注
３２１
あたらず国字本に比べて少ない。各寓話の巻末の一話下心は手紙
の形式をとっていて《寓話の意図するところを述べており、ことわ
ざが６例出てくる。文中のことわざは８例で国字本と同じ数である。
国字本と天草本で共通のことわざは４例であるが（仇を恩、貧楽
血を含みて人に噴はば先ずその口汚る、舌三寸のさえづり）国字本
の方が簡潔に表現しており、天草本の方は文章がまわりくどく説教
調である。
国字本でことわざになっているところを天草本では、下心で説教
調になっているのが数例あり簡潔にことわざでまとめた方が良いと
思われる。
f
注注往く注:往往
1２１１１０９８７ 注注注６５４文禄二年伊曽保物壷叩京都大学国文学△二耶蘇会版
（県立金沢錦丘高校教諭）
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